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初期王朝期末期ラガシュの魚についての一考察

　　　　　　　　　　Notes　on　a－de2　fish　in　ED　III　Lagash

田　中　裕　介
　　　Yusuke　TANAKA

Abstract　ln　Lagash，　a　city　in　southern　Mesopetamia，　as　many　as　20eO　administrative　documents　from

the　end　of　the　Early　Dynastic　lkb　period　（2500？一2334？　BCE）　have　beefi　unearthed，　ac　nd　these　materials

are　very　important　for　research　into　the　history　of　ancient　Mesopotamia．

　　　One　probiem　encountered　in　sttch　research，　however，　is　that　the　meaniRgs　of　many　of　the　words　or

pkrases　appearing　in　these　materiais　are　stiU　not　understood．　ln　this　paper，　1　discuss　one　such　term　：　”kus

a　de2．”

　　　There　is　no　question　that“ku6”is“fish，”“a”is“wa艶r∴aRd“de2”is“pour，”and　thaピ‘ku6コ口e2”is　a

term　that　meafis　fish，　or　a　f£sh　in　a　particuEar　state．　The　question　ls，　specifically　what　state　is　it？　Given

the　fact　that　tke　word　“a，”　or　“water，”　is　included，　“kuc，　a　de2”　has　traditionally　been　understood　as　“iive

fish，”　However，　there　is　no　other　basis　for　“kuG　a　deL，”　to　mean　live　fish，　and　iR　recent　years，　doubts　have

arisen　about　the　validity　of　this　Snterpretation．

　　　IIYsing　this　material，　1　conducted　a　detailed　study　into　what　lcind　of　fish　was　in　fact　represented　by

レ‘

汲浮U　a　de2∴The　results　revea正thaピ‘ku6　a　de2”was　a£ish　th就could　to　some　e流ent　be　preserved，　that　in

ail　likeiihood　it　was　not　a　ISve　fish，　and　tlaat　it　was　probably　a　fermented　food，　having　some　connection　with

salt．　ln　light　of　these　findings，　the　true　form　o£　’‘ku6　a　de2”　may　have　been　shiolearaS．　W｝ien　a　fish　was

caught，　sprinl〈ied　wSth　salt，　and　left　to　sit　for　some　time，　moisture　would　seep　out　of　the　fish’s　body　aRd　St

woulδnaturally　ferment，　becoming　shiohara．　If　one　thinks　of　“deL）”or“pouring　wateビas　meaning　water

emerging　from　the　body，　fish　shiohara　certainly　seems　to　fit　the　bill　for　”ku6　a　de2．”

　　　Untii　this　time，　research　into　fishing　in　Lagash　at　the　end　of　the　Early　Dynasty　has　been　conducted　on

the　premise　thaゼkuc，　a　de2”meanピLlive　fish．”If，　however，“water　pouring　fish”was　not　a　live盒sh　but

fish　shfokara，　past　studies　wili　definitely　need　to　undergo　substantial　review．

　　　“Shioleara　is　a　Japanese　term　tkat　describes　a　preserve　of　finely　cut　fish　meat　sak－piclded　with　its

　　　entyails　and　fermented，
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ティグリス川とユーフラテス川の問に位：鐙するメソポタミアは，古くから都市が生まれ，
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高度な文明が栄えた地域である。

　そのメソポタミアの歴史を考えるうえで無視できないのがラガシュという国である。ラガ

シュといえば，初期王朝期（前29世紀～前2334年？）の末期に隣国ウンマとおこなった戦

争が有名であろう。この戦争は約100年初長きにわたって続いた大戦争で，かつ記録に残さ

れた戦争としては世界でも最古級のものであり，非常に興味深い。またラガシュといえば，

アッカド期（前2334年？～前2111年？）の末期に活躍したグデア王も有名である。グデァ

はアッカド王醐衰退後の動乱期にラガシュの全盛期を築き，メソポタミア彫刻の傑作であ

るヂグデア像」を残した人物であり，これまた葬常に興味深い。ともかくラガシュは，前三

千年紀後半のメソポタミアで最も繁栄し，その歴史に大きな影響を与えた国のひとつであっ

た。

　このようなラガシュの繁栄は穀物，野菜，姦産物，魚などさまざまな食物によって支えら

れていたが，その申でも特に注目されるのが魚である。メソポタミアの最南部に位置し，川

や海，沼沢地など多くの漁場に囲まれていたラガシュには，他の国より高度な魚食文化が

あったのではないだろうか。特にラガシュが有力国家として台頭した初期王朝期末期には，

それまでより多くの魚が食べられるようになり，魚を調理する技術なども大いに進歩したの

ではないだろうか。しかしそれについての研究はあまり進んでおらず，内容にもひとつ大き

な問題が残っている。そこで本稿は今後のためにこの問題の再検討をおこない，これまでの

研究成果をまとめなおすことにする。

1　問題の所在　ラガシュの人々と生魚

　先述したように，初期王朝期末期ラガシュの魚食文化についてはあまり研究が進んでいな

い。主な研究としてはダイメル1），サロネン2｝，バウアーやゼルッ3），プレンティスやベル

ド’Dのものがあるが，彼らの多くが支持している通説をまとめると下に挙げるようなものし

かない。

　・漁師が獲っていた魚は全部で40種類ほどあった。ただしその多くは何の魚か岡定され

1＞Deimei　1926は今となってはさほど役に立たないが，研究史上非常に重要。初期王朝期末期ラ

　ガシュの水産業について，はじめて本格的に研究したものである。

2）SaEonen　1970は現在も有用。初期王朝期末期のラガシュだけでなく，古代メソポタミアの水産

　業全般についての研究であり，その詳しさは他をはるかにしのぐ。

3）　Bauer　1972，　Selz！989，　Selz　1993は初期三E朝期末期のラガシュについて研究する際には口争的に

　役立つ。行政経済文書とよばれるさまざまな粘土板史料を翻訳・翻訳し，詳細な注釈を付したも

　のである。本稿で引用した史料の翻訳も，これらを参考にしたところが多い。

4）Prentice　2002，　Beld　2002は最新の研究状況を知るために必須。晒者とも初期王朝期末期ラガ

　シュの経済について取りあつかっているが，特に前者は物最の移動，後者は儀礼と経済の山斗に

　ついて詳しい。
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　　ていない5）。

　・漁師は定期的に魚を国へ納めていたが，国はその魚を外国との交易品，神への奉納物，

　　市民への配給などに使っていた。

　・国へ納められる魚には生魚と保存加工された魚があり，保存加工の方法には開き干しt

　　塩漬けなどがあった。

　ただ，これらの説の中にも興味深い部分はある。それは，国へ納められる魚に生魚があっ

たという部分である。生魚は腐りやすく取りあつかいが難しいが，いっぽうで加工した魚よ

りさまざまな調理が可能である。そのような生魚が国へ納められていたのであれば，当隠の

ラガシュではすでに，多様な魚の調理法が確立していたということになるかもしれない。ま

たさらに想像をたくましくすれば，当時のラガシュには生の魚を食べる文化があったかもし

れない，などと考えることもできるだろう。

　しかし問題は，この通説の信懲i性が近年揺らいでいることである。

1［　先行研究　水＋注ぐ＋魚＝生魚？

通説によれば国へ納められた魚の申で「水を注ぐ魚」と呼ばれるものが生魚であるとい

う。

　VS　27，　056　（　＝VAT　04824）

　　540匹の水を注ぐagargara魚。

　　海の漁師であるルガルシャラトゥクがこれを持ってきた。

　　ヌバンダ職であるシュブルが，ニンギルス神の大麦を食べる祭りの後に，

　　これを王妃の家に持っていった。1年。

　DP　298

　　30匹のtar魚，4匹のzubud魚，300匹の開き干しのgir魚，

　　360匹のubi魚，240匹のki－mul漁，！710匹の水を注ぐgir魚。

　　これはギテーブルの魚」である㌦

　　ナンシェ神の羊に大麦と水を運ぶ月に，

　　海の漁師であるルガルシャラトゥクがこれを持ってきた。

　　そしてヌバンダ職であるエニガルが王妃の家へこれを納めた（？）。

5）Deime11926，　Salonen　1970さらにCivi鷺961で魚の隅定がこころみられているが，根拠に乏しい

　ためか，～部の魚を除いてそれらは定着していない。また最近ではVeldhuis　2004もあるが，こ

　れは魚より鳥の問定を主としたものであり，本稿の議論にはあまり役に立たなかったeこのよう

　な事情を踏まえて本稿では，特に問題が生じない隈り，どの魚も原語（シュメール語）のままあ

　つかうことにする。なお考古学の分野でも魚の同定はあまりすすんでおらず，めぼしい研究は

　von　den　Driesch　1981しかないようである。

6）　rテーブルの魚」は海の漁師が年に5園魚で納める，一種の税である。
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　　ラガシュ王ウルカギナの妻ササ。2年。

たとえばこれは当時の史料の一部を翻訳したものであるが，これらの史料に現れるf水を注

ぐagargara焦」r水を注ぐgir魚」が「水を注ぐ魚」である7｝。また第二の史料では，「開き

干しのglr魚」財（を注ぐglr魚」以外の魚は状態説明が省略されており，この中にも実質

的には「水を注ぐ魚」であるものが含まれるかもしれない。

　ともかく通説では「水を注ぐ魚」が生魚と解釈されてきたのであるが，その根拠となった

のは「水を注ぐ魚」という名前そのものである。「水を注ぐ魚」というのは，ダイメルによ

れば「（誰かが）水を注ぐ魚」すなわち水を注がれる魚、サロネンなどによれば「（自身で）

水を注ぐ魚」すなわち体から水が出る魚という意昧である。しかし彼らは，いずれにせよこ

れは生魚であろうと解釈したのである8／。

　しかし近年，若手研究者であるプレンティスは下のような事例を取りあげ，このような通

説に対して疑問を呈している。

　VS　14，　e43

　　120マナの銅9），24マナの錫，

　　540匹のsuma6魚，180匹のTA　x　SE魚，！80匹の水を注ぐgir魚，

　　60匹の開き干しのagargara魚，60匹の開き干しのgir魚，60匹の亀（？）。

　　これを交易のための品として，子牛を父が置く月（？）に，

7）　魚の納入について書かれた史料の串で，「水を注ぐ魚」が現れるものは以下の通りである：BIN

　O8，　365；DP　278；DP　280；DP　281；DP　282；DP　284；DP　2891DP　291；DP　294；DP　295；DP　297；DP

　298；DP　3001DP　304；DP　305：DP　310；DP　312　i　DP　3131DP　314　i　DP　317；Nik　1，　265；Nik　1，　268；

　｝LNIIk　！，　272　i　Nil〈　1，　274　；　RTC　031　：　RTC　035　；　RTC　036　；　TSA　48　；　TSA　50　；　VS　！4，　025　；　VS　14，　｝04　；　VS

　I4，　！34；VS　14，　！43；VS　14，　158：VS　！4，　！74；VS　25，　017；VS　25，　042　i　VS　25，　050；VS　25，　053；VS　25，

　！07；VS　27，　020；VS　27，　0521VS　27，　053；VS　27，　056：VS　27，　e58；VS　27，　060；VS　27，　0901VS　27，　093．

　またt「水を注ぐ魚」が現れないものは以下の通りである：Amherst　OO1；B那08，361；BIN　08t

　370；DP　279；DP　283；DP　285；DP　286；DP　287；DP　292；DP　293　i　DP　296；DP　299　i　DP　301；DP　3021

　DP　303；DP　3061DP　308；DP　309；DP　311　i　DP　315；DP　31611）P　318：DP　319；DP　320；DP　32！；DP

　322iDP　323　i　DP　324；DP　3251DP　326；DP　327；DP　328　i　DP　329　i　DP　331；DP　3331HSS　03，　044　i］Nlik

　i，　2661Nik　1，　269；Nik　1，　271；iNil〈　！，　276；NiS｛　1，　277　i　PSE　！，　2；RTC　0301RTC　032；RTC　033　i　RTC

　O34；RTC　037　i　VS　14，　OI8　i　VS　14，　019；VS　！4，　024；VS　14，　0641VS　14，　！12；VS　14，　！32；VS　14，　136；

　VS　14，　！39；VS　14，　i42；VS　！4，　151　i　VS　｝4，　165；VS　14，　1661VS　14，　169；VS　25，　OIO；VS　25，　0161VS

　25，　019；VS　25，　028；VS　25，　035　i　VS　25，　038；VS　25，　047；VS　25，　052　i　VS　27，　038；VS　27，　045；VS　27，

　05！；VS　27，　e83．

8）　「水を注ぐ魚」は原語（シュメール語）でku6　a　de2という。もしこれが水を注がれる魚であるな

　らば，一aという文法要素がついてku6　a　deゾaになるはずだ，とサロネンやバウァーはいい，ゼ

　ルッもこれにしたがっている［Salonen　1970：190－191；Bauer　1972：381；Selz　1989：367］。しかし

　当時のラガシュのシュメール語文法はまだ完金に解明されていないため，本稿では「水を注ぐ魚」

　の意味についてはひとまず保留して議論をすすめることにする。なおダイメルはku6　a　de2につい

　ての文法的な議論は何もしていない〔Deimel　1923：304］。またベルドは「水を注ぐ魚」の意味に

　ついてそもそも言及せず，単．に「水を注ぐ魚」を生魚と解釈するにとどめている［Beld　2002：23］。

9）　マナは重さの単位。！マナは約0．5kgである。
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　　大商人である…へ，ラガシュ王ウルカギナの妻ササが，

　　王宮から与えた。2年。

ここでは180匹の「水を注ぐgir魚」が交易品としてあっかわれているが，これが生魚であ

るとすれば，交易の途中で腐ってしまうのではないかというわけである10｝。また振り返って

みれば，「水を注ぐ魚」を生魚と解釈する根拠も非常に曖昧で、決定的なものとはとてもい

えない。「水を注ぐ魚」が水を注がれる魚であるにせよ，体から水が融る魚であるにせよ，

乾燥した魚でないことは確かであろう。しかしそれだけなら生魚でなくとも，たとえば漬け

ものにした魚でも練りものにした魚でもよいのではないか。

　だがそれでは，以上の議論からf水を注ぐ魚」は生魚でないと断琶できるのかというと，

それも不可能である。プレンティスの取りあげた事例では，罫水を注ぐ魚」が大商人に渡さ

れたことは確認できるが，それらがそのまま遠隔地まで運ばれ，交易に使われたということ

までは確認できないからである。

　はたして「水を注ぐ魚」は生魚なのか，そうでないのか。

皿　「水を注ぐ魚」の足跡を追う

　そこで筆者は史料を用いて，「水を注ぐ魚」が國へ納められた後何らかの用途に使われ

るまでにどのように取りあつかわれていたか調査した。もし本当に「水を注ぐ魚」が生魚で

あれば，早々に用途が決められ処理されていたはずであるが，そのような事実が確認できる

だろうか。調査の結果は以下の通りである。

1　「水を注ぐ魚」が納められた後，しばらく放置される事例

　VS　27，　09e　（一VAT　04887）

　　！6グンのubi魚｝圭〉，4グンのki－mu1漁，840匹の［水を注ぐgir魚］。

　　これは「テーブルの魚」である。

　　ニンギルス神の羊に［大麦と水を］運ぶ月に，

　　漁師である鉢サグが］これを持ってきた。4年。

　RTC　e31

　　5匹のtar魚，2グンのgしm〔｝魚，4グンのubi魚，420匹の水を注ぐgir魚。

　　〔サンガの家の漁師であるルガルピリグ（が以上を持ってきた）3。

　　！6グンのubi魚，4グンのki－mU11魚，840匹の水を注ぐgir魚。

！0）　ただしプレンティスは従来の解釈を完全には否定せず，f水を注ぐ魚」をギ水をtBす引句生魚

　（？〉」と訳している£Prentice　2002：150］e

ll）　グンは璽さの単位。1グンは約30　kgである。魚は数で数えられることが多かったが丁重さで

　鮭られる場合もあった。
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　　［王妃の3家の漁師であるネサグ（が以上を持ってきた）。

　　［これは「テーブルの魚」であり］，

　　海の漁師たちが，ニンギルス神の羊に大麦と水を運ぶ月に持ってきたものである。

　　ヌバンダ職であるエニガルがこれを保管庫へ持っていった。4年。

　これら二つの史料は同じ年の同じ月に書かれたものであり，内容もつながっている。すな

わち，前者にはネサグという漁師が魚を納めたことが書かれており，後者にはその魚が他の

魚と一緒に保管庫へ移されたことが書かれている。つまり国はネサグから魚を受け取った後，

他の漁師が魚を持ってくるのをしばらく待ってからそれを保管廉に移したのであり，その間

ネサグの魚は行き先が決まらないまま放麗されていたのであるが，重要なのはその申にヂ水

を注ぐgir魚」が含まれていたことである。もし「水を注ぐgir魚」が生魚であるとしたら，

保管魔に移される頃には腐ってしまっていたのではないか。

2　「水を注ぐ魚」が使われる前に，いったん保管庫に置かれる事例

　VS　14，　025

　　10匹のtar魚，180匹のgurlo魚，180匹のki－Mull魚，

　　840匹のubi魚，2580匹の水を注ぐglr魚t　120匹のesir。魚，

　　39匹のKA－lu－ub2魚，25匹のsu－suするge§tu魚圭2，。

　　ネサグ（が以上を持ってきた）。

　　5匹のtar魚，240匹のki－mu11魚，720匹のubi魚，1380匹のgir魚。

　　ルガルシャラトゥク（が以上を持ってきた〉。

　　180匹のgurlo魚，120匹のki－MUI1魚，420匹のgir魚。

　　ガラトゥル（が以上を持ってきた）。

　　彼らは海の漁師たちである。これは「テーブルの魚」である。

　　120匹のki－mull魚，50匹の開き干しのsuhur魚，134頭のsi－U－NU。

　　汽水の漁師であるルガルメガルガル（が持ってきた）。

　　合計15匹tar魚，360匹のgur1G魚，660匹のki－mull魚，

　　1560匹のubi魚，4380匹の水を注ぐgir：魚，！20匹のesir。魚，

　　39匹のK：A－lu－ub2魚，25匹のsu－suするge§tu魚，

　　50匹の開き干しのsuhur魚，！34頭のsi－u－NU。

　　これは「テーブルの魚」である。

　　ナンシェ神のgu．i－ra2一一bi2－mu2－aの月に，海の漁師たちがこれを持ってきた。

　　そしてヌバンダ職であるエニガルがこれを保管庫に持っていった。

！2）　サロネンはsu－suを「漁燈にした」と訳すが．その根拠は不明である［Saionen　1970：259］。ま

　たアッシリア学の欝科事典であるRIAではsu－suが「皮を剥いだ」「切り身にした」と訳されて
　いるが，この棋拠も不明である［RIA　3：69］。
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　　ラガシュの支配者ルガルアンダの妻バラナムタルラ。5年。

　Nik三，266

　　1560匹の贔質の良いgir魚。

　　そのgab2－i12篭は4つ。そのpisan篭は！つ。

　　120匹のesir漁，39匹のKA－lu服b2魚，25匹のsu－suするge6tu魚。

　　そのpisan篭は1っ。

　　これは「テーブルの魚」である。

　　guヂra2－bi2－mu2－aの月に，海の漁師たちがこれを持ってきた。

　　そしてヌバンダ職であるエニガルが，アバサにこれを与えた。

　　彼はギルガメシュの離れ家のところに建てられた家に，これを持っていった。5年。

　さきほどと同様に，これら二つの史料も同じ年の隅じ月に書かれたもので，内容がつな

がっている。すなわち，前者には漁師たちの納めた魚が保管庫へ移されたことが書かれてお

り，後者にはその魚の一部がアバサという人物に渡されたことが書かれている。つまりこの

アバサに渡された魚は，その前は保管庫に置かれていたのであるが，注臼すべきはその中に

「晶質の良いgir魚」が含まれていたことである。二つの史料を晃比べるとわかるが，「品質

の良いgir魚」は「水を注ぐgir魚」の一一部である。さきほどの事例と岡様に，もし「水を

注ぐgir魚」が生魚であるとしたら，アバサに渡される頃には腐ってしまっていたのではな

いか。

　ここで取りあげたのは最もわかりやすい二つの事例であるが，同様の事例は他にも多くあ

り，全般的に「水を注ぐ魚」が急いで取りあつかわれていた形跡は見られなかった。ここか

ら判断する限り，どうやら「水を注ぐ魚」は生魚ではないようである。

IV　「水を注ぐ魚」の特徴を探る

　しかし，それならば「水を注ぐ魚」はどのような罪なのか。筆者はふたたび史料を用いて，

今度は「水を注ぐ魚」の特徴を抽出してみた。

玉　「水を注ぐ魚」の代用品として「塩漬けの魚」が使われることがある

　Amherst　OOI

　　10匹のtar魚，540匹のgurl。魚，180匹の開き干しのgir魚，

　　1560匹のubi魚，540匹の開き干しのg麓tu魚，360匹の塩漬けのgir魚，

　　180匹の三七けのagargara魚。

　　ネサグ（が以上を持ってきた〉。

　　10匹のtar魚，5匹のzubud魚，5匹のge§一dub2－dubz魚，

　　300匹のgurlo魚，1800匹の開き干しのgir魚，1080匹の開き干しのagargara魚，
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　　1740匹のubi魚，660匹の塩漬けのgir魚，480匹の塩漬けのagargara魚，

　　！980匹のsumaS魚。

　　ルガルシャラトゥク（が以上を持ってきた）。

　　300匹のgurle魚，120匹の開き干しのgir魚，480匹のubi魚，

　　360匹の塩漬けのgir魚，！20匹の塩漬けのagargara魚。

　　アマルナムヌン（が以上を持ってきた）。

　　10匹のtar魚，5匹のzubud魚，360匹のgur1。魚，

　　360匹のubi魚，60匹の開き干しのgir魚，！80匹の塩漬けのgir魚，

　　120匹の塩漬けのagargara魚，120匹の塩漬けのTA×SE魚，

　　600匹のSuhur魚。

　　ガラトゥル（が以上を持ってきた）。

　　60匹のgurlo魚，420匹のubi魚，360匹の塩漬けのagargara魚。

　　サグギギルバ（が以上を持ってきた）。

　　これは「IL2の魚」である！3｝。

　　ナンシェ神の変芽を食べる祭りの月にこれを持ってきた。4年。

　　王妃の家の書記エニガル。

　　ナンシェ神のところへ（？）。海の漁師たち。

　この史料では，漁師の持ってきた魚の中にド水を注ぐ魚」がまったく現れずt代わりに

「塩漬けの魚ゴが現れる。このような例は他にもいくつかみられるが〔DP　279；DP　293；DP

299；E）P　301；DP　3！！；DP　320；DP　333；TSA　48；TSA　50；VS　14，　024；VS　25，017］，そのほと

んどはウルカギナ王2年以降，すなわちラガシュとウンマの戦争が激化し，魚の取立ても厳

しくなっていく時期のものである。したがってこれらの「塩漬けの魚」は，「水を注ぐ魚」

がなくなってしまった時に，漁師が自宅から持ち出して納めた代用品と考えられる。

2　「水を注ぐ魚」の一部は魚鳥を作るのに使われる

　DP　3e7

　　！200匹の水を注ぐgir魚，600匹の水を注ぐagargara魚。

　　穀物の由を積み上げる（？）月に，

　　臭い魚を作るため，料理人であるアマルギリへ，

　　ヌバンダ職であるエニガルがこれを与えた。

　　この魚はバウ神の所有物である。

　　ラガシュ王ウルカギナの妻ササ。4年。

　この史料では二種類の「水を注ぐ魚」が「臭い創を作るのに使われている。この「臭い

13）「IL2の魚」は海の漁師が特定の祭りの時に魚で納める，一種の税である。
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魚」はかっては詳細不明とされてきたが140，他の史料ではビールなどと岡じ液体としてあっ

かわれており，間違いなく魚醤である［VS　25，013；VS　25，031；VS　25，075；VS　27，026〕　if’〉。

このように「水を注ぐ魚」が魚醤を作るのに使われている例は他にもみられるが［DP　304；

VS　27，　053；VS　27，　093］，いっぽうで「開き干しの魚」や「塩漬けの魚」が魚醤を作るのに

使われている例はみられない。なお一般的に魚醤は魚を塩漬けにし，発酵させて作るもので

ある。

3　「水を注ぐ創はまれに品質の悪いものができることもある

　VS　14，　165

　　5匹のzubud魚，2040匹のubi魚，2400匹の品質の良いgiτ魚，

　　420匹の二級品のgir魚，60匹のesir。魚，40匹のge就u魚。

　　以上は「テーブルの魚」である。

　　120匹のubi魚，60匹のki－mu　l1魚，！20匹の開き干しのgeStu魚，

　　1800匹のgir魚。

　　以kは不足分の埋め合わせ（？）である。

　　これは「テーブルの魚」である。

　　季毛を支給する月に，海の漁師であるネサグがこれを持ってきた。

　　そしてヌバンダ職であるエニガルが，

　　これを王妃の家の木の小屋（？）に持っていった。5年。

　この史料に現れる「二級最の～」は「品質の良い～」と対になる表現であるが，この「二

級贔の」という表現が使われる魚は，この史料に現れるgir魚の他にはagargara魚だけで

ある［VS　25，　016］。そしてこのgir魚とagargara魚はともに「水を注ぐ魚」になることが

多い魚である。したがって「水を注ぐ魚」は，まれに品質の悪いものができることもあった

のだと考えられる。

4　「水を注ぐ魚」は，淡水の漁師が納める場合は「sa　ZI．ZI－SE，の魚」になる

　当時のラガシュには海で漁をする海の漁師，川や耕地の水路などの淡水域で漁をする淡水

の漁師という二種類の漁師がいたが，「水を注ぐ魚」を納めていたのはそのうちの前者だけ

である1％

　VS　27，　e52　（　me　VAT　e4812）

　　…匹の…魚，60匹の開き干しのubi魚，120匹の開き干しのagargara魚，

！4）　「臭い魚」は原語でk聴6hab2というが，かつてはku6　gigir2と翻字されf戦車の魚（？〉」と訳さ

　れtてきた［Beld　2002：23〕。

三5）　なお先行研究でもプレンティスはこれを魚醤と訳している〔Prentice　2002：！50］。

16）　前掲注7を参照。
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　300匹の水を注ぐagargara魚，60匹の水を注ぐgir魚。

　これはニンギルス神の羊に大麦と水を運ぶ月に，

　海の漁師であるルガルピリグが持ってきた，「テーブルの魚」である。

　〔ヌバンダ職であるエニガルが］これを王妃の家に保管庫に持っていった。

　［ラガシュの支配者ルガルアンダの妻］バラナムタルラ。…

RTC　e37

　2グンの開き干しのa－dar－tun2魚，5つのsa　ZIZFSE3のagargara魚17｝。

　淡水の漁師であるウドゥが，羊毛を支給する月にこれを持ってきた。

　そして薮ヌバンダ職である］エニガルがこれを［保管庫3に持っていった。

　ラガシュの支配者ルガルアンダの妻バラナムタルラ。4年。

ここで注藏すべき点は，海の漁師と淡水の漁師の双方が獲っていた魚でもT海の漁師だけが

それを「水を注ぐ魚」として納めることがあった，というところである。たとえば上の史料

では，海の漁師のルガルピリグがagargara魚を「開き干しの魚」およびf水を注ぐ魚」と

して納めているいっぽうで，淡水の漁師のウドゥはそれを「sa　ZIZI－SE3の魚」として納め

ている。

　DP　327

　　8つのsa　ZI．ZI－SE，のe§tub魚，3つのsa　ZI．ZI－SE3の小さなsuhur魚t

　　35のsa　ZIZI－SE3のagargara魚，6つのsa　ZIZI－SE3のgamar魚，

　　1つのsa　ZIZI－SE3のgam－gam魚。

　　これは淡水の魚である。

　　リシ神の祭りの月に，漁師であるウドゥがこれを持ってきた。

　　そしてヌバンダ職であるエニガルがこれを保管庫に持っていった。

　　ラガシュ王ウルカギナの妻ササ。2年。

　DP33e

　　249のsa　ZI．ZI－aの魚。

　　ki～sal．t－1aの家からこれを持っていった。

　　・のsa　ZI，ZI－aの魚Q

　　王妃の家からこれを持っていった。

　　そしてヌバンダ職であるエニガルが，果樹園の保管庫で臭い魚を作った。3年。

　　（この粘土板は）写しである。

またこの「sa　ZI．ZI－SE3の魚」であるが，興味深いのはtそのほとんどが淡水の漁師によっ

て納められたものであること£DP　322；DP　323；DP　325；DP　326；DP　327；DP　329；DP　330；

17）sa　ZI．ZI－S£3はZI．ZI－SE：sという植物から作られた一種の網であり，　sa　ZI．ZI－aと表寵されるこ

　ともある。
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DP　3311Nii〈　1，　2771PSE　1，　2　i　RTC　0371VS　！4，　O181VS　14，　0！9　i　VS　14，　！321VS　14，　！361VS

14，139；VS　25，　028；VS　27，　038；VS　27，　051；VS　27，　066］，そして「水を注ぐ魚」と同様に魚

醤にされていたことである［DP　322；DP　329；DP330；PSE　L　2］。どうやらf水を注ぐ魚」

と「sa　ZI．ZI－SE：sの魚」は似たような状態の魚であるが，前者は海から運んでくるのに適し

たものであり，後者は川や耕地の水路から運んでくるのに適したものである，ということら

しい。

V　「水を注ぐ魚」の正体

　以上の特徴から推測される「水を注ぐ魚」の正体，それは魚の塩辛である。言った魚に塩

をまぶしてしばらく置いておくと，魚から水分がしみ出すとともに，懲然に発酵が進んで塩

辛になり，そのまま発酵を進めれば，魚全体が液化して魚醤になる。このことから魚の塩辛

はド水を注ぐ魚⊥すなわち体から水が出る魚であり，かつ魚心を作るのに使われるという

egl：の特徴を備えているといえる。そして発酵によって作られる塩辛は，場合によっては多

少失敗したものになりうるから，第三の特徴も備えているといえる。さらに臨、漬けの魚」

を水分が少なく発酵も進んでいない，いわば塩干魚と考えれば，長期保存に適し備蓄用とし

て使われる「塩漬けの魚」に対して，「水を注ぐ魚」は日常的に使われるものということに

なり，第一の特徴も備えることになる。

　また第四の特徴についてであるが，淡水の漁師がまった、く「水を注ぐ魚」を納めていな

かったのは，彼らが塩辛にした魚ではなく，塩辛にしている途中の魚を納めていたからと考

えれば辻褄が合う。塩辛にしている途中の魚とは，塩をまぶしてsa　ZI．ZI－SE，という網に小

分けにした魚，すなわち「sa　ZLZI－SE，の魚」である。これに対して海の漁師は海といっ遠

隔地で漁をしており，魚を納めに行くのにも時間がかかったため，納められた魚はすでに完

成した塩辛，すなわち「水を注ぐ魚」になっていたというわけである。

　もしヂ水を注ぐ魚」が塩辛だとすれば，漁師は魚を納めるにあたって大量の塩を使ってい

たことになる。しかしペルシア湾に温していたラガシュでは，それは難しいことではなかっ

ただろう。実際にいくつかの史料では，漁師が各種の魚とともに，塩を国へ納めていたこと

が書かれている。

　VS　14，　143

　　240匹のki－mu11魚，60匹の水を注ぐglr魚，

　　1つと半分のgurdub篭の魚の塩。

　　ガラトゥル（が以上を持ってきた）。

　　60匹のubi魚，180匹のki－muu魚。

　　アマルナムヌン（が以上を持ってきた）。

　　彼らは海爆（の漁師である（？））。
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　　これは「テーブルの魚」である。

　　ニンギルス神の羊に大麦と水を運ぶ月にこれを持ってきた。

　　そしてエニガルがe2－ur3－raにこれを持っていった。6年。

この史料に隈らず，漁師が納めていた塩はすべて「魚の塩18｝」と呼ばれている［DP　285；

DP　291；RTC　O34；VS　14，166；VS　14，174］。「魚の塩」とは魚に使う，または魚に使った塩と

いうことであろうから，漁師にとってそれだけ塩は魚と深く結びついたものであったのだろ

う。

　もちろんこれだけの議論で，「水を注ぐ魚」が魚の塩辛であるという推測が立証されたと

はいえない。しかし「水を注ぐ魚」を明確な根拠のないまま生魚としてきた通説に比べれば，

この推測は多少なりとも説得力があり，検討に値するものといえるのではないだろうか。

vr結　論

　1章で見たように，初期王朝期末期のラガシュで国へ納められる魚には生魚があった，と

いうのがこれまでの通説であった。しかし本稿で再検討した結果　これは誤りではないか，

生魚と解釈されてきた「水を注ぐ魚」は実は魚の塩辛であり，国へ納められる魚は保存加工

されたものばかりだったのではないか，ということになった。

　国へ納められる魚が保存撫工されたものばかりだったとすれば潮海のラガシュの魚食文

化は，生魚をff　gtt’的にあつかうほどの水準には達していなかったということになる。これは

通説に比べるといささか地味であり，面白みに欠ける結論である。だがそのいっぽうで，

「水を注ぐ魚」が塩辛であったとすれば，漁師たちは魚を塩で保存する時に「水を注ぐ魚」

「塩漬けの魚」といった，いくつかの方法を使い分けていたということになるし，f水を注ぐ

魚」は塩が豊富なラガシュならではの加工品だったかもしれないということにもなるから，

これはこれで興味深いのではないか。

　また，本稿を足掛かりとしてより詳細な研究を続けていけば，魚の煽工や利用方法，水産

技術などについて着たな事実を発見できるかもしれない。残念ながら現在のところはf水を

注ぐ魚」の正体が完全に解明されたとはいい難い。しかし本稿が多くの読者の関心をひき，

さらなる研究の進展をもたらすきっかけとなるのであれば，ひとまず筆者のこころみは成功

したということができるだろう。

！8）バウアーやサロネンはこれを一種の魚としているが，常に篭の数で数えられているため，明ら

　かに魚ではない［Salonen　1970：2圭4；Bauer！972：395〕。
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お　わ　り　に

　初期王朝期末期のラガシュについての研究は，すでに約1世紀の歴史があり，全体として

は蓄積も膨大である。しかしその内実を詳細に見てみれば，研究が盛んにおこなわれてきた

分野と，そうでない分野の差が非常に大きい。その中で今回筆者は，どちらかといえば後者

に属する問題を取りあつかい，一応の議論をすることができた。今後も筆者はこのようにt

従来あまり研究されてこなかった分野の問題を取りあつかい，初期王朝期末期のラガシュの

全体像を明らかにするために，わずかながらも貢献できればと考えている。
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